
インターンを終えて 

熊本学園大学  安藤拓海 
 

 私は、このインターン活動に参加して多くのことを学びました。参加する前は、行政や自治体の活動に恥
しながら、興味・関心があまりありませんでした。 

 しかし、この活動を通して、議員がどのような仕事をされているのか、原発が稼働するということの危険
性、熊本の様々な自治体の活動など、私の普段の生活の中では体験できないことを体験できました。 

 岩田議員が忙しい中、転々と様々な活動に参加され、市民に寄り添う姿を見て感銘を受けました。 

 原発について、私は正直、電気代の高騰の問題のため稼働すべきだと考えていました。ですが、反原発講
演や被災者の境遇を知り、原発近くに住む人々の危険性や被災者の思いを大切にし、優先すべきだと気付か
されました。 

 また、選挙権を持ってから、一度も選挙に行きませんでした。しかし、自分のより良いくらしのために、
選挙に行き、自分で代表を選ばないといけないことに気づかされました。 

 そして、初めて知事選に行きました。良い経験になりました。 

 最後になりました。岩田議員の元で活動ができ、本当に良かったと思っています。お会いするまで少し不
安でしたが、優しく、楽しく、丁寧な岩田議員のおかげで、不安もすぐに無くなり、活動に集中することが
できました。この活動を活かして頑張ります。 

 

 


